
　438�� 小 児 保 健 研 究　

公益社団法人日本小児保健協会　 日本小児保健協会ホームページアドレス　　http://www.jschild.or.jp/

E︲mail：jsch︲soc@umin.ac.jp
小児保健研究　第 80 巻　第３号

発 行 所　公益社団法人日本小児保健協会
〒101–0042　東京都千代田区神田東松下町12︲1

トナカイ神田タワー９階
TEL：03（3868）3093　FAX：03（3868）3092

2021年５月31日　発　行
発 行 人 � 小 枝 達 也
編集代表� 堀 口 寿 広
編集業務� ㈱日本小児医事出版社

編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
ＴＥＬ：03–5388–6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03–5388–5193　E︲mail：shounihoken@viola．ocn．ne．jp

　小児保健研究第 80 巻第３号をお届けいたします。本号
は，2020 年 11 月に開催された第 67 回日本小児保健協会
学術集会特集号となっております。新型コロナウイルス感
染症蔓延の影響により，2020 年６月に開催される予定で
あった学術集会が 11 月に延期され，学会史上初の Web 上
での開催となりました。新しい形での学術集会となりまし
たが，例年どおり内容は大変充実しており，「思春期まで
切れ目のない子育て支援」という学術集会のテーマに沿っ
た計 29 本の玉稿が掲載されています。
　また「提言」では，玉川大学で教員・保育者養成等に携わっ
てこられた近藤洋子先生から教育・保育と保健の連携・協
働の重要性についてご執筆いただきました。「総説」では，
園田和子先生に低出生体重児の発生リスク因子や予防のた
めの保健活動について解説していただいております。「視
点」では，顧　艶紅先生より，新型コロナウイルス感染拡

大の対策の視点から見た子どものマスクの使用についてご
執筆いただきました。そのほか，研究３編，報告１編，資
料１編，症例報告１編と，小児保健分野に関わる幅広い領
域からの論文が掲載されています。
　いよいよ政府からは３回目となる緊急事態宣言が発出さ
れることとなりました。引き続き新型コロナウイルス感染
症蔓延防止に配慮する生活が求められています。
　小児保健研究では，新型コロナウイルス感染症に関する
内容を掲載し続けておりますが，今後も多職種が連携し，
保健・医療・福祉・教育等さまざまな分野が手を携えて新
型コロナウイルス感染症蔓延防止に努めていくことが求め
られていると思います。会員の皆様におかれましては，体
調にご留意されながら，益々ご活躍くださいますようお祈
り申し上げます。

（鈴木美枝子）
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